
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

日
田
郡
木
竹
商
共
算
組
合
規
約
書

第
五
章

会
議

第
三
十
三
条

会
議
は
総
会
及
総
代
会
の
二
種
と

す

総
会
を
分
て
定
期
総
会
、
臨
時
総
会
と
す

第
三
十
四
条

定
期
総
会
は
毎
年
四
月
之
を
開
き
、

臨
時
総
会
は
組
合
員
三
分
の

一
以
上
若
し
く
ば

総
代
半
数
以
上
の
請
求
又
は
頭
取
の
意
見
に
依

り
之
を
開
く

第
三
十
五
条

総
会
の
議
案
は
総
代
の
意
見
を
問

ひ
頭
取
之
を
発
し
、
総
代
会
に
議
案
を
発
せ
ず

第
三
十
六
条

凡
て
会
議
は
出
席
員
の
過
半
数
に

依
り
て
決
す

可
否
同
数
な
る
時
は
議
長
の
決

す
る
処
に
依
る

第
三
十
七
条

組
合
員
は
総
て
総
会
の
議
員
た
る

者
と
す

第
三
十
八
条

会
議
の
出
席
者
に
は
総
会
の
決
議

を
以
て
弁
当
料
金
三
〇
銭
を
支
給
す

第
三
十
九
条

議
事
細
則
は
総
代
会
に
於
い
て
之

を
定
む

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
秋
の
優
良
市

10
月
23
日
、

「秋
の
優
良
市
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
多
数
の
ご
出
荷
、
お
買
い
上
げ
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
優
良
市
は
、
終
始
大
盛
況
の
な
か
取
引

さ
れ
全
般
的
に
強
保
合
の
相
場
で
し
た
。
杉
材
で

は
４
Ｍ
24
～
28

㎝
直
曲
材
が
仲
値
で
高
値
横
ば
い

以
外
は
ほ
ぼ
上
げ
の
展
開
で
す
。
杉
４
Ｍ
小
径
木

（バ
タ
材
）
は
㎥
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
以
上
の

大
幅
Ｕ
Ｐ
で
大
曲
材
も
１
０
，
０
０
０
円
を
超
え

ま
し
た
。
桧
４
Ｍ
30

㎝
上
元
材
で
は
応
札
良
好
で

㎥
あ
た
り
２
５
，
０
０
０
～
３
０
，
０
０
０
円
強

で
し
た
。

昼
食
に
は
木
協
特
製
う
ど
ん
と
お
に
ぎ
り
を
、

出
荷
者
や
買
取
者
、
行
政
関
係
の
方
々
に
お
出
し

し
ま
し
た
。

取
扱
い
材
積

：
一
、
六
七
五

・
五
二
八
㎥

取
扱
い
金
額

：
二

一
、
二
〇
〇
、
八
七

一
円

平
均
単
価

：
一
二
、
六
五
三
円

☆
大
山
祇
神
社
大
祭

9
月
25

日
、
大
原
八

幡
宮
に
於
き
ま
し
て
、

林
業
の
守
護
神
で
あ
り

ま
す
大
山
衹
神
社
の
大

祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

大
分
西
部
森
林
管
理
署
様
を
始
め
林
業
関
係
の

方
々
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
ご
参
拝
頂
き
ま
し
た
。

☆
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー

（最
終
回
）

10
月
27
日
㈯
は
、

「町
家
大
工
と
建
築
士
」
と

題
し
講
師
に
、
京
都
か
ら

「創
業
元
治
元
年
小
林

工
務
店

代
表

小
林
良
洋
氏
」
に
講
演
頂
き
ま

し
た
。「で

き
る
だ
け
古
い
も
の
を
大
切
に
す
る
」
姿

勢
を
大
切
に
し
つ
つ

「古
く
な

っ
た
ら
更
新
し
て

い
く
の
が
日
本
の
良
さ
」
と
、
京
町
家
か
ら
現
代

的
な
住
ま
い
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

工
務
店
と
建
築
士
を
取
り
持

つ
の
が
木
材
業
者
で

は
な
い
か
と
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
28
日
㈰
、
セ
ミ
ナ
ー
の
最
終
回

「建
築
士

に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
安
藤
直
人
東
京
大
学

名
誉
教
授
に
講
演
頂
き
、
終
了
後
、

「林
業
咸
宜

園
」
の
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。

塾
長
の
安
藤
直
人
先
生
よ
り
、
日
田
杉
製
の
受

講
修
了
証
を
、
受
講
生
８
名

へ
授
与
致
し
ま
し
た

。

☆
お
願
い

〇

「過
積
載
絶
滅
運
動
」
実
施
中

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
11
月
を

「過
積

載
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係
行
政
機
関
及

び
関
係
団
体
が

一
体
と
な
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
組
合
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
、

「過
積
載

し
な
い

さ
せ
な
い

頼
ま

な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
過
積
載
防
止
の
推
進
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
ア
メ
リ
カ
旅
行
記

②

小
関
明
生

初
日
は
民
家
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
内
装
は
木
材

を
沢
山
使

っ
て
い
ま
し
た
。
便
器
の
便
座
も
木
で

で
き
て
い
ま
し
た
。
家
の
回
り
は
、
木
製
の
フ
ェ

ン
ス
で
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
町
中
で
フ
ェ

ン
ス
を
み
か
け
ま
し
た
が
、
無
塗
装
で
使
用
し
て

い
ま
し
た
。

木
材
を
見
に
デ
ポ
ッ
ト

（ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
）

に
行
き
ま
し
た
。
敷
地
は
日
本
の
何
倍
も
あ
り
、

中
に
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
余
裕
で
通
れ
る
通
路

を
確
保
し
て
い
ま
す
。
最
初
に
屋
外
に
フ
ェ
ン
ス

材
が
積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
１
枚
１
枚
に
ラ
ベ
ル

が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
何
処
の
森
林
か
ら
、
何
処

の
商
社
が
入
れ
て
い
る
か
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ン
ス
材
は
米
ス

ギ
で
し
た
が
、
日
本
の
ス
ギ
と
見
分
け
が
付
き
ま

せ
ん
。

屋
内
に
は
５
ｍ
程
に
作
ら
れ
た
フ
ェ
ン
ス
や
塗

装
さ
れ
た
フ
ェ
ン
ス
等
の
材
料
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
普
段
か
ら
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で
家
を
修
繕
す
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
、
個
人
や
業
者
が
木
材
を
買
い

に
来
て
い
ま
し
た
。
商
品
は
板
や
角
材
、
長
短
物

か
ら
集
成
材
、
パ
ネ
ル
材
、
階
段
な
ど
多
種
多
様

な
品
物
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。〈次

号

へ
続
く
〉

☆
お
知
ら
せ

○
平
成
30
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

今
年
度
も
日
田
市
か
ら
木
材
等

（家
具
ポ
イ
ン

ト
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
を
受
付
て
い
ま
す
。

10
月
31
日
ま
で
の
受
付
状
況
は
、

新
築
109
件

（予
定
70
棟
分
）

リ
フ
ォ
ー
ム
97
件

（予
定
170
棟
分
）

豪
雨
災
害
建
替
え
4
件

（予
定
10
棟
分
）

豪
雨
災
害
修
繕
8
件

（予
定
30
棟
分
）
で
す
。

※
総
予
算
終
了
ま
で
残
り
わ
ず
か
で
す
、
計
画
中

の
方
は
お
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

事
務
局

：
日
田
木
材
協
同
組
合

℡
２
４
・
２
１
６
７

小
関

・
川
原

・
新
原

〇

「地
域
経
済
復
興
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

木
協
資
材
販
売
に
於
い
て
、

「地
域
経
済
復
興

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
参
加
店
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
木
と
暮
ら
し
の
フ
ェ
ア

林
業
の
町
日
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
第
10

回

「木
と
暮
ら
し
の
フ
ェ
ア
」
が
12
月
9
日
㈰
開
催

さ
れ
ま
す
。
組
合
員
の
方
々
も
ご
参
加
の
程
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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